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１．研究の背景 

水産動物、いわゆる魚介類は、日本国において、現在、食用の動物性蛋白質の約３８％を占めている。ところ

が、昨今、その収穫量は落ち込む一方であり、その種苗の生産、すなわち高い種苗効率を得る魚介類の養殖、

なかんずく魚介類貝類の種苗の養殖の重要性が高まっている。 

 例えばアワビ、ウニ、サザエ等の種苗の養殖用餌としては、例えば培養されたコンブの葉状部を用いることをは

じめとして、種々の材料、製造方法の提案がなされている。しかし、例えばアワビの稚貝の養殖では卵から稚貝

に孵すのは、例えば１００％に近い高い効率を示すが、この稚貝から放流種苗を得るに至るまでに成長させるこ

とができる収率は、５％程度という低い値を示し、また、その成長速度は低く、さらに成長のばらつきが大きいとい

う問題がある。 

 本研究では、上述したアワビ、ウニ、サザエ等の稚貝のいわゆる種苗を育成する養殖用餌料として良好に安定

して成長させることを目的とした。 

 

２．アワビ等の魚介類養殖用餌料の製造 

乾燥魚肉タンパク質ミクロカプセルの製造:カプセル壁材となる生分解性ポリウレタンの原料であるポリオール、

ジイソシアネート、低分子多価アルコールを所定量配合した希釈溶液に、微粉末状乾燥魚肉タンパク質を投入

し、攪拌を続けながら溶媒を除去し、乾燥魚肉タンパク質を内包するミクロカプセルカプセルを得た。このとき、

必要であれば芯材にビタミン剤等の薬を添加することができる。 

乾燥魚肉タンパク質ミクロカプセルを埋包した餌料の調製：塩蔵ワカメを用いて既述の方法で 100～200um のハ

イブリッドゲルカプセルを埋包した餌料を調製した。このとき、ハイブリッドゲルミクロカプセルの添加量を 3％,7％

と変化させた。また、ハイブリッドゲルを添加しないものを対照として用いた。 

 

３．乾燥魚肉タンパク質ミクロカプセルを埋包した餌料のアワビ稚貝への及ぼす影響 

開発した餌料で 11 月から 12 月の 1 ヶ月間飼育したアワビの全重量は増重が認められたが、対照で飼育した

アワビには増重は認められなかった。また、開発した餌料で飼育したアワビの殻長は増大し、対照で飼育したア

ワビのそれよりその増大効果は優れていた。さらに、ハイブリッドゲル添加による日間給餌率および生残率の低

下、および乾燥魚肉タンパク質ミクロカプセルを取り込ませることによるアワビ稚貝の成分変化は認められなかっ

た。以上の結果より，乾燥魚肉タンパク質ミクロカプセルを埋包した餌料はアワビの成長を妨げるどころか，増重

および殻の成長に寄与することが明らかになった。 
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図２ 乾燥魚肉タンパク質ミクロカプセルを埋包した
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